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わらは909／ポット、おがくず入り牛ふん堆肥（水分65～71％

(普 通 作 物 一 そ の 他 一 土製肥料）（止蜜一什堂一公銃雲、

皿 試験方法，

１試験規模１／２０００アールボツト２連制

２供試土壌犬鳴川による河成堆積土（鉱害水田）
作土：ＣＬ（Ｔ一Ｎ0.21％、Ｔ－Ｃ２､4％）
心土：ＣＬ（Ｔ一Ｎ0.04％、Ｔ－ＣＯ､20％）

３作付体系水稲（ニシホマレ）一小麦（チクシコムギ）

４試験区の構成
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'Ⅲ、主要成果の概要

１標準施肥では心土混入率が高くなるにつれて収量は減少したが、各心土混入率区とも作付
年次を増すごとに増収し、心土混入率40％までは稲・麦とも作付３～４年目で対照〈標準施
肥、混入率０％）とほぼ同程度まで回復した。

２増肥により安定した増収傾向が認められた。また、稲わら､L牛ふん堆肥の連年施用では
心土混入率40％までは作付３～４年目から対照区と同等かそれを上回る収麓を示した。

３心土混入率が高くなるにつれて、土壌のＣＥＣ，Ｔ－Ｎ
少するが、稲わら、牛ふん堆肥を連年施用すると、

、
‐
， Ｔ－Ｃ、ＮＨ４－Ｎ化成量は減

心土混入率40％までは作付４～５年で対
照区並に地力が回復する。特に、牛ふん堆肥施用でその効果が高い。．

４稲わら、牛ふん堆肥を連年施用すると、土壌は膨軟になり、孔隙率、透水係数が増加し、
圧砕抵抗が減少する。特に稲わら施用でその効果が高い。

５以上、鉱害復旧田において作土が混入した場合、稲わら、あるいは牛ふん堆肥を施用し、
生育診断に応じて増肥することによって、心土混入率に伴う減収を防止できる。
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課題名

２５鉱害復旧田の地力増強

心土が混入した表土の地力増強
分類 ②

試験研

究年次

５９～６３年（完了）

Ｉ目的

鉱害復旧田における表土への心土混入率が作物の生育、収量に及ぼす影響を明らかにし、減
収防止対策の資料とする。
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１鉱害復旧田の地力回復に活用する。．
２牛ふん堆肥は腐熟度が高いものを使用する。

Ⅵ今後の研究上の問題点
有機質資材の施用は
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